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目的：ヒトを始めとする哺乳類の臼歯の大部分は多
根歯である。これまでの歯の形態形成に関する研究
は歯の初期発生あるいは歯冠形成に関するものが多
く，歯根の形成，特に多根歯の形成については詳細
な研究がなされていない。一般的に歯の形態研究に
用いられるマウスでは，歯冠形成後に形成されるよ
り根分岐部が形成されて多根歯ができると考えられ
ている。しかし，多根歯の元となる根分岐部形成が
ヒトでは髄下葉の発現に伴い生じるのに対し，マウ
スでは象牙質根間突起（DP）の癒合に起因すると
考えられている。そこで，ヒトと同様の根分岐部形
成様式をもつラット臼歯を用いて，髄下葉の形成過
程について検索した。
方法：生後８日（PN８）から PN１８の Wistar ラッ
トを用い，上顎第二臼歯歯胚（M２）を観察した。
４％パラフォルムアルデヒド溶液で固定後，M２を
摘出し，ヘマトキシリンで染色後，実体顕微鏡観察
を行った。摘出した M２の一部は１０％EDTA で脱
灰し，通法に従って４μm のパラフィン切片を作製
し，ヘマトキシリン・エオジン重染色と抗 heat
shock protein（HSP）２７抗体を用いた免疫組織化
学を施した。また抗サイトケラチン（CK）抗体と

HSP２７抗体の二重染色を行った。
結果および考察：歯冠の大部分が形成された PN８
では歯頸部から歯髄中央に向かう上皮性根間突起
（EP）が観察された。EP は内・外エナメル上皮か
らなり，Hertwig 上皮鞘と同様の構造を示した。
EP はその後歯髄中央部に向かって成長するが，マ
ウスで観察されるような EP の癒合は観察されな
かった。この時期では髄下葉は出現していなかっ
た。経時的に抗 CK 抗体陽性を示す EP の一部に面
した歯乳頭細胞は立方形から円柱形となり，抗
HSP２７抗体に陽性を示した。PN１１では点状に複数
の髄下葉が出現し，以降髄下葉は大きくなって互い
に癒合するとともに，歯頸部から形成された DP と
も癒合し，PN１８には根分岐部が完成して M２は多
根歯の形態を示した。これらの結果から癒合するこ
となく伸長した EP に面した歯乳頭細胞が象牙芽細
胞に分化して髄下葉を形成し，髄下葉と DP の癒合
により根分岐部が形成されて多根歯ができることが
示唆された。しかし，EP に面した一部の細胞のみ
が象牙芽細胞に分化するメカニズムは不明であり，
今後はシグナル遺伝子の発現について検索する予定
である。

目的：我々は講義の学習効果を検証するために，社
会保障に関する講義でクリッカーを用いたプレテス
トとポストテストを実施し，正解率と参加率につい
て解析した。
方法：東京歯科大学第１学年１３０名（男子５９名，女
子７１名）を対象とし，社会保障に関する講義でプレ
テスト（以後「プレ」とする）と，プレと同じ内容
のポストテスト（以後「ポスト」とする）をセット
にし，計５回の講義で１２組（２４問）テストを行っ
た。問題は五者択一でスライドにて出題し，学生に
クリッカーで解答させ，「性別」「席順」「浪人年数」
の点から正解率と参加率の分析を行った。席順は教
壇側から３列ずつを「前（４４名）」「中（４４名）」「後
（４２名）」に分けた。浪人年数は「一浪（２１名）」「二
浪（１８名）」「その他（三浪以上等）（１４名）」に分け
「現役（７７名）」もあわせて検討した。正解率は両
テストに参加した各検討グループ人数中の正解人数
を，参加率は各検討グループ全人数の中で両テスト
に参加した人数をパーセンテージとして算出した。
結果：各検討項目のプレ正解率平均は２６～３０％で，
ポストではプレより約５２％上昇した。正解率を各テ
スト内で比較するとプレは全項目で有意差はみられ

なかった。ポストでは女子が男子より約６％有意に
高く（p＜０．０１），席順は「前」が「後」よりも高い傾向
が，浪人年数は「その他（三浪以上等）」が「一浪」
より高い傾向がみられたが，有意差は認められな
かった。参加率の全体平均は７９．５％で，女子が男子
よりも約９％有意に高かった（p＜０．０１）。浪人年数
では「一浪」が「その他（三浪以上等）」よりも約
１５％高く，一元配置分散分析および多重比較（Tukey
法）で差が認められた（p＜０．０５）。席順は「前」が

「後」よりも高い傾向がみられたが，分散分析で有意
差は認められなかった。全体の参加率とポスト正解
率に弱い正の相関がみられた（r＝０．４２）。
考察：社会保障学の内容の多くは入学して新たに履
修する科目で知識がほぼないため，プレ正解率で差
はみられなかったと推測される。参加率では女子が
男子よりも，席順も教壇側に近い学生の方が積極的
に講義に参加している傾向が示唆された。浪人年数
では「その他（三浪以上等）」で参加率は最も低く
なったが，一方では「その他（三浪以上等）」のポ
スト正解率が最も高く，講義に参加している学生は
しっかりと講義内容を吸収していることを示唆して
いる。
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